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９９月は月はがん征圧月間がん征圧月間
　「がん」は昭和58（1983）年に死因の第1位となり、本県の令和5（2023）年の総死亡者数

11,267人のうち、がんによる死亡者は2,507人で、全死亡に占める割合は22.3％と、全体

の約5分の1を占めています。

　毎年9月は「がん征圧月間」です。これを機会に、がんに対する知識を深め、がんを防ぐ生

活習慣に改善していくことを前向きに考えてみましょう。

健康なあなたも定期的にがん検診を受けましょう

PET検査は、がん細胞が正常細胞に比べて多くのブドウ糖を細胞内に取り込む性質を利

用して、特殊な検査薬でがん細胞に目印をつけて撮影する検査法です。全身を一度に撮影

するので、「がん」の転移や再発を検索するのに役立ちます。また、着衣のまま横になるだ

けですから苦痛がほとんどありません。

がん患者サポートセンターのほか、各病院でも

相談に応じています。詳しくは、各病院のがん相

談支援センターへお問い合わせください。

転移や再発の検索に有効なPET検査

厚生労働省が、がん検診の効果が科学的に証明されているとして推奨

している5つのがんです。最寄りの検診機関などで気軽に検診を受ける

ことができます。詳しくはお住まいの市町村へお問い合わせください。

厚生労働省が勧める5つのがん検診

山梨県における主な発見経緯別のがんの進行度
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がん検診の流れ
がん検診（一次検診）

異常なし 異常あり

今後も
定期的に検診を

今後も
定期的に検診を

医療機関で
治療

がんと診断
（確定診断）

精密検査
（二次検査）

異常なし
良性の病変

一次検診で異常がありましたら

必ず二次検査を受けましょう!!

受診間隔種類

1回/2年50歳以上

胃がん

1回/2年20歳以上
子宮頸

がん

問診、視診、子宮頸部

の細胞診及び内診

1回/年40歳以上肺がん
問診、胸部X線検査

及び喀痰細胞診

1回/2年40歳以上乳がん

1回/年40歳以上
大腸

がん
問診及び便潜血検査

問診及び乳房X線検査

（マンモグラフィ）
※視診、触診は推奨しない

※当分の間、胃部X線検

査については40歳

以上に対し実施可

※当分の間、胃部X

線検査について

は年1回実施可

検査項目 対象者

問診に加え、胃部X線

検査又は胃内視鏡検

査のいずれか

●他疾患の経過観察中

早期がん 71.0%
進行がん

18.9%
不明

10.1%

出典：山梨がん罹患集計(2016ｰ2021)

●自覚症状等

早期がん 37.8% 進行がん 51.5%
不明

10.7%

●検診・健診・ドック

早期がん 68.9% 進行がん 27.5%

不明 3.6%

相談窓口 電話番号
所在地
受付時間

055（254）7851

055（273）8093

0553（23）1311
（内線2010）

0555（22）4111
（内線3104）

［甲府市］
平日8：30
〜17：00

［中央市］
平日9：00
〜17：00

［山梨市］
平日9：00
〜17：00

［富士吉田市］
平日8：30
〜17：15

山梨県立中央病院
がん相談支援センター

山梨大学医学部附属病院
がん相談支援センター

山 梨 厚 生 病 院
がん相談支援センター

富士吉田市立病院
がん相談支援センター
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